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現金・要求払預金 6，905 6，941 11，904
現　　　　　金 1，656 2，645 4，627
要求払預金 5，269 4，296 Z277
（構成比・％） （21．4） （1Z2） （196）
貯蓄性預金等 20，02030，669 44，155
貯蓄性預金 14，78221，89451，450
信　　　　　託 2，000 5，359 4，598
保　　　　　険 3，238 5，436 8，527
（構成比・％） （62．1） （750） （728）
有　価　証　券 5，300 2，721 4602
長　期　国　債 0 0 594
金　　融　　債 tO28 1，950 2，949
その他債券 261 1，284 1，658
株　　　　　式 5，442 1，185 387
投信受益証券 569 一1，696 一786



























































































































































































都　市 地　方 長期信 信　託 相　互 信　用
銀　行 銀　行 用銀行 勘　定 銀　行 金　庫
昭和10年末 56」 31．2 18．7 11．8 0．8 1．5
30年 49424．0 68 5．2 8．5 己0
55年 45．5 258 z9 己2 8．8 Z8
40年 4052乙0 8．1 Z8 10．4 10．1
































































含 噛　　舎 5α5，■ 魅 ㍍　蟹　縛　9 515含055　『　一
属 藍 ■臥●画5 ◎鵬鼠悶鯛　倉 1弓へ9’5
@　｝窮 91　甲　増 52亀2，18 周　偶　會 　5馬し65|PL一費 q　　臼 L‘2乳40‘? o　舳　潤　脅 　z覧2，1
ﾏ一一四 ? 4　1」‘‘‘ 摩 ●　　　■　　　．一 ，4巳51r
@　闇一? ? 馬05亀r‘o翻 11q68燗冒一　
．男設匡o電 一　@42乙画50，? 軍　　　徹　一 lo口
伐豊　店　励　建 5瓦05， 孤 立　　　■ 15：、2燗7
鰯 酌　　兜 5電，10■
［台 ? 嵩7P昌66」 v　9鼠‘55
日摩　r嵯麟臓融旬曙」　．5撃o剛
して供給されてきたのであるが、直接金融が若しも盛んになり、企
業へ資金が銀行を経由しないで流入するとすれば、この成長通貨の
供給ルートはどうなるだろうカも間接金融の割合が相対的に減少す
るこ．とは、銀行の地位低下を招くわけであるから、相対的に減少す、
る預金に見合って日銀貸出も収縮するので、従来の成長通貨供給ル
ートが細くなってしまう筈である。勿論直接金融比率を人為的に高
めることが、容易に実現し得るかどうかという問題、あるいは実現
し得るとしても長期間を要するのであろうという問題があるが、そ
れにしても上記の成長通貨供給ルートについて考えざるを得ない。
これに対して幾つかの方途が考えられ得るが、この際は卒直に疑問点として提出して蔚きたい。
　lt　ts、以上はこの題目の大筋を述べたに過ぎないb本稿では全般的に貨幣価値下落の影響を反映させて
い左いので、資本構成（資産再評価の著しい不徹底に関連し）や成長通貨（名目と実質の区別に関連し）
をはじめ、多くの点で問題を残していると思われる。それに計数的な比較に於ても、難点があるのではな一
いかと思う。さらに個別的問題として、長短金融の分離・系列融資・企業間信用・株式時価発行・金融資
．産と流動性などの問題も触れるべきであったが、紙数の関係で無視したことを断っておきたい。
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